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背景

| バグレポート
ユーザーはバグ報告を通じて問題を開発者に知らせる

開発者はそれを基に対応する

保守作業において重要な役割

| バグ再現
バグを修正するにはバグを再現する必要がある

手動でバグを再現するプロセスには時間と労力がかかる

→再現のプロセスを自動化したい
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バグ再現の自動化

| 従来の手法
自然言語処理と機械学習を用いた手法

例）ReCDroid ※S2R ＝ Step to Reproduce(再現手順）

バグレポートから単語や句の依存関係を分析し

２２種類の文法パターンを定義し、S2Rの要素を抽出する

例えば「名詞句 ＋ “click”」というパターン

| 問題点
バグレポートの記述形式・単語の選択・粒度に大きく依存

S2Rはユーザーと開発者の間で認識・表現のズレがある

様々な表現に対応できない
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目的

| LLMの力を活用する

自然言語の理解と生成において非常に高い性能

ユーザーの曖昧な記述を理解し、適切に対処できる

| 本研究の目的
LLMを利用しバグ報告の品質や特徴に依存せず

柔軟にバグを再現する方法を提供する

→開発者の負担を軽減し、バグ修正を迅速に行う
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アプローチ

| プロンプトエンジニアリングを用いる
・few-shot learning

少数の入力と出力の例を提示しタスクを理解させる

・chain of thought推論

推論過程を明示的に示すことでより正確な推論を行う

この二つを組み合わせてプロンプトを作る

→トレーニングが必要ない
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提案手法

| AdbGPT

Automatically reporoDuce Bugs

step1, バグ報告からS2Rエンティティを抽出する

S2Rエンティティ：再現手順を表現したもの

step2,動的なGUIコンポーネントをガイドしながらバグを再現
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AdbGPT|Step1

| プロンプト

・バグレポートから再現手順を

読み取る

・few-shot learningと

Chain of thoughtの組み合わせ
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AdbGPT|Step2

| GUIエンコーディング

LLMがGUI画面を理解できるようにテキストで表現する

（HTML構文）

| プロンプト

例１：”Sign in”と”Log in”の表記ゆれ

への対処

例２：ステップが抜けている場合
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評価実験

| RQｓ

１，S2R エンティティ抽出（step1)におけるアプローチの精度

２，ガイド付きリプレイ(step2)におけるアプローチの精度

３，バグ再現におけるアプローチの効率性

４，開発者にとって実世界のバグ再現における

アプローチの有用性

| データセット

３つの先行研究のデータセットを利用

重複したもの,S2Rがテキスト形式でなものを除外し

８８件のバグレポートをデータセットとして収集
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RQ1| S2R エンティティ抽出の性能

| ベースライン
ReCDroid MaCa

| アブレーション実験（構成要素の一部分を取り除く）
ゼロショット学習 思考過程なし

| 結果
ベースラインを上回った
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RQ1｜考察

| ベースラインを上回った理由

| 提案手法で誤ったもの
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RQ2｜バグリプレイの精度

| 結果
左からReCDroid AdbGPT w/o Few AdbGPT w/o CoT AdbGPT

提案手法は他の手法に比べ高い精度を示した

Few-shot学習、Chain of thought推論は有効である

| ベースラインの失敗原因
ステップの欠落

コンポーネントの不一致
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RQ3｜実行効率

| 結果
実行時間を調べる

既存手法に比べて少ない時間で実行できる

ReCDroidは欠陥ステップが原因で遅くなる
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RQ4｜AdbGPTの有用性

| 実験方法
大学院生5人とプロのアプリ開発者３人に調査

被験者がバグレポートからバグを再現するまでの時間を記録

自動バグ再現を見せフィードバックを求める

| 結果
参加者より早く再現できた

実務上で使用することを強く支持した（平均4.5/5.0点）
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総括

| LLMを利用した自動バグ再現手法を提案した

| 大量のデータを必要とせずプロンプトエンジニアリン
グによって実現した

| バグ再現を正確に高速に行うことができた
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